
相楽東部（笠置町・和束町・南山城村）地域公共交通シンポジウム

地域のみんなが「おでかけ」したくなる
公共交通をつくりだそう

暮らして楽しい 訪れて楽しい まちづくり
「双楽」を支える公共交通

主 催：ＪＲ関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会（笠置町、和束町、南山城村、京都府ほか）

【基調講演：60分】
講師 加藤 博和 氏（名古屋大学大学院 教授）

演題 「地域の」「地域による」「地域のための」
公共交通を「つくり」「守り」「育てる」ことの大切さ

※休憩：10分

【パネルディスカッション：80分】
パネリスト：笠置町長 中 淳志 氏

和束町長 堀 忠雄 氏

南山城村長 平沼 和彦 氏

京都府建設交通部理事 八田 直哉 氏

近畿運輸局京都運輸支局長 藤原 幸嗣 氏

JR西日本大阪支社副支社長 早川 泰正 氏

コーディネーター： 加藤 博和 氏

令和４年６月18日（土）14:00～16:30
※令和４年１月に開催予定でしたが、新型コロナウイルスの感染拡大のため延期となっていました。

会場：笠置町産業振興会館２階ホール
（ＪＲ関西本線笠置駅下車すぐ）

加藤 博和 氏
名古屋大学大学院
環境学研究科教授

<ＪＲ関西本線(加茂以東)
沿線地域公共交通活性化
協議会会長>

昭和45年岐阜県生まれ。平成4年名古屋大学工学部土木工学科

卒業。平成9年同工学研究科博士後期課程修了(博士(工学))。同

工学研究科助手、環境学研究科准教授を経て平成29年より現職。

運輸部門のCO2排出量抑制策の評価手法や、地球環境にやさし

い交通体系・まちづくりのための政策を研究する傍ら、地域公共

交通プロデューサーとして全国100近くの市町村にて「現場」で

の公共交通見直しに携わる。また、国土交通省の交通政策審議会

委員、鉄道事業者と地域の協働による地域モビリティの刷新に関

する検討会委員、アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイ

ン」有識者検討会委員などを務める。

【申込方法】
参加者のお名前とお住まい（町村名）を、申込先へ電話またはE-mailでご連絡ください。
複数で参加される場合は、代表者のお名前と参加人数をお伝えください。
※当日、37.5度以上の発熱や咳など風邪の症状がある方は、ご参加をお控えくださいますようお願いいたします。

【申 込 先】
笠置町企画政策室（ＪＲ関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会事務局）
電話番号：0743-95-2301 E-mail：kikaku@town.kasagi.lg.jp

【問合せ先】
笠置町企画政策室0743-95-2301（代表） 和束町総務課0774-78-3001 (代表) 南山城村総務財政課0743-93-0102（直通）

参加
無料

南山城村から 【J R】月ケ瀬口駅13:12／大河原駅13:18 和束町から 【奈良交通バス】和束町小杉12:56／和束河原13:17 加茂駅でJR（亀山行き）に乗り換えアクセス

「 J R関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通計画」を令和 4年 3月に策定しました。
https://www.pref.kyoto.jp/kotsu/kansai-keiseikeikaku.html


